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1. 目的

酪農業の基本である生乳生産は乳牛と人間との共同作

業によって成り立つ。その時乳房炎が発生すると生乳生

産に支障をきたし、経営者は乳房炎による治療費や治療

中の乳の廃棄により出荷乳量が減少するなど経済的損失

を受ける。

乳房炎の発生を抑制することにより、出荷乳全体の乳

量増加・乳質改善はもちろん、治療費のコスト削減につ

ながると考えた。そこで、現在飼養されている経産牛、

および過去に飼養されていた経産牛の乳房炎治療記録か

ら乳房炎発生状況の分析を行い、乳量・乳質と乳房炎の

関連性について検討した。また、今後の帯広畜産大学附

属農場での分娩直前の乾乳期乳房炎発生予防対策を考え

たロ

11 調査方法

帯広畜産大学附属農場に記録されている個体別乳用牛

台帳を1990年から1999年まで飼養牛の飼育履歴を分類整

理した。また、バルク乳スクリーニング検査結果とバル

ク乳乳質検査結果は1994年から1999年まで使用した。 l

月から 12月までの 1年間を各年度とした。

く飼養履歴の分類項目〉

l 牛番

2.生年月日

3 分娩月日

4 産次数

5.乳房炎発生日

6.分娩臼から乳房炎発生までの日数

7.乳量

111.結果と考察

一般に乳房炎の発生要因は管理の状態や牛の状態など

多くの要因が関与しているといわれている。そこでまず、

本学附属農場での牛群の経産牛 l頭当たり平均産乳量が

とのように変化してきたかをみてみた。また、乳房炎の

発生の増減を知るため、乳房炎治療牛比率を経産牛 l頭

当たりの平均産乳量の推移とともに図 lに示した。この

とき用いた計算式は、乳房炎治療牛比率=乳房炎治療牛

/搾乳総頭数x100である。乳房炎治療牛は、 l頭の牛が

2回感染しでも l頭と数えることにした。搾乳総頭数は、

1月 l日現在の搾乳頭数に分娩後順次ノぐーラー搾乳を開

始Lた牛を12月31日まで加算した合計である。この図か

ら、 1990年から1999年までで経産牛 l頭当たりの平均産

乳量が約2000kg増加していることがわかる。しかし、乳

房炎治療牛比率はそれに伴って増加していないので、産

乳量の増加は乳房炎の発生と結ひーつかないことがわかっ

た。

次に、乳房炎の発生時期が泌乳ステージに関与してい

るのかどうかをみるために、その指標となる乳房炎治療

開始日を分娩前、分娩後 7日未満、 7-30日、 31-60日、

61-目。目、 91-120日、 121日以上で分けてその比率をみ

てみた(図 2)。これをみると 1997年から 1998年にかけて、

分娩後 7日未満での乳房炎治療牛比率が高くなっている。

すなわち乾乳時から泌乳初期に発生が多くなっているこ

とがわかった。

次に、この分娩後7日未満で乳房炎発生が多くなって

いる要因を検討することにした。一般に、乳牛は産次を

重ねるごとに乳房炎に催患しやすくなるといわれている。

そこで分娩後7日未満に治療を開始している牛の産次数

を初産から 4産以上に分け、 1997年から 1999年までの 3

年間で検討した。 1998年は 2産・ 4産以上の乳房炎治療

牛比率が前年度より 20-30%増加している。 1999年は初

産・ 3産が25-45%と増加している。このことから、産

次数とは関係なく乳房炎が発生していることがわかった。

分娩後7日未満で治療を開始した牛について、さらに

細かく乳房炎の治療開始日をみてみた。 1998年は分娩後

2日目に乳房炎治療牛比率が一番多く、 1999年は分娩当

日が多かった。したがって、分娩前後に乳房炎が発生し

たと思われる。その要因として、分娩前後の漏乳や飼養

スペースの環境悪化などが一般的にいわれているが、そ

の中で調査可能な分娩前後に管理されているパドックの

除糞作業日数と雨が降った回数を1997年から 1999年まで

みてみることにした。 1997年は雨の日が月平均5.1日/月

に対して、雨が降った後作業した日数は1.0日/月であっ

た。同様に1998年は7.5日/月に対し、1.4日/月、 1999年

は6.8日J月に対し、 3.0日/月だった。このことから、環

境整備は1997年より 1999年の方が行われているので、分

娩後 7日未満での乳房炎発生要因を裏付けることができ

なかった。したがって、分娩前後の乳房炎治療牛が多く

なった原因はわからなかった。

本学附属農場では、特別管理牛舎で分娩牛と乳房炎感

染牛の飼養する管理体制をとっているので、パーラーで

搾乳そ開始する前に乳房炎が発生しでも特別管理牛舎に

おいて搾乳し廃棄している。したがって、その乳はバル

クには入らず生菌数・体細胞数には影響していない。

そこで、パーラーの搾乳で発生した乳房炎の治療牛比
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